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●　暮らしの情報

■
と　
き　
３
月
26
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
玄
関
フ
ロ
ア

■
協　
力　
九
重
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６‐

３
８
３
８
）

■
と　
き　
３
月
15
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

■
と　
き　
３
月
４
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
１
階
会
議
室

■
内　
容

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

■
と　
き　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、

尊
厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

に
関
す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約

書
類
の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相

続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と　
き　
３
月
９
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

　
令
和
３
年
３
月
１
日
か
ら
障
害
者
の
法

定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　
障
害
に
関
係
な
く
、
希
望
や
能
力
に
応

じ
て
、
誰
も
が
職
業
を
通
じ
た
社
会
参
加

の
で
き
る
「
共
生
社
会
」
実
現
の
理
念
の

下
、
す
べ
て
の
事
業
主
に
は
、
法
定
雇
用

率
以
上
の
割
合
で
障
害
者
を
雇
用
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

【
民
間
企
業
】　
　
　
2.2
％
↓
2.3
％

【
国
・
地
方
自
治
体
】
2.5
％
↓
2.6
％

【
教
育
委
員
会
】　
　
2.4
％
↓
2.5
％

●
対
象
と
な
る
事
業
主
は
、
従
業
員
４

５
．
５
人
以
上
か
ら
４
３
．
５
人
以
上

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課

（
☎
０
９
７‐
５
３
５‐

２
０
９
０
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐
８
６
０
９
）

　
再
就
職
を
目
指
す
、
求
職
者
の
み
な
さ

ん
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、
あ
な

た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と　
き　
３
月
16
日
㈫
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

■
講　
座

　
第
38
期
電
話
相
談
員
養
成
講
座
、
第
16

回
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
公
開
講
座

■
日　
程

【
前
期
】
４
月
６
日
㈫
〜
８
月
３
日
㈫

【
後
期
】
８
月
17
日
㈫
〜
11
月
24
日
㈬

■
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　
令
和
３
年
12
月
〜
令
和
４
年
３
月

■
会　
場　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル（
大
分
市
）

■
受
講
料　
前
期
：
１
５
，
０
０
０
円
、

　
後
期
：
１
５
，
０
０
０
円

■
申
込
期
限　
３
月
31
日
㈬

　

※

定
員
50
名
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

２
４
８
８
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

障
が
い
巡
回
相
談

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

大
分
県
交
通
事
故
相
談

大
分
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会
参
加
者
募
集

大
分
い
の
ち
の
電
話　
受
講
生
募
集

イ
ベ
ン
ト
の
減
少
に
よ

り
、
血
液
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

訂
正　
広
報
こ
こ
の
え
１
月
号
14
ペ
ー
ジ
「
ハ

ン
セ
ン
病
元
患
者
の
御
家
族
に
補
償
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
」
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

hoshoukin@
m
hlw
.go.jp 　

で
す
。
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仲間と一緒に “楽しく” “安心して” 活動するために

ス ポ ー ツ 安 全 保 険

令和 2 年 12 月作成　20-TC06953

詳しくはホームページをご確認ください。
ご加入はインターネット（スポ安ねっと）
からのお手続きが便利です。

☎：097 - 552 - 0400　　電話受付時間：9時～17時 45 分（土、日、祝日を除く。）

検索スポーツ安全協会

　「鳴子川渓谷と震動の滝を一望できる大きな吊橋をかけたい…」
　そんな夢物語を半世紀近くかけて実現したのが九重“夢”大吊橋です。壮大な夢を実現した場所
で、改めてかなえたいと思っている夢について想いを書き綴ってみませんか。
　九重“夢”大吊橋来場きねん板は、かなえたい夢や願いの「祈念」、旅の思い出の「記念」を書
き記すための木製の板です。
　人と人、人と自然、過去と未来、たいせつな思い出、わすれたくない想い、叶えたい願い…。
　それらをつなぐ夢の架け橋にご家族・ご友人たちと訪れてみなさんの「きねん」を残してみま
せんか。

●お問い合わせ　　九重 “夢” 大吊橋　☎７3－3800

九重 “夢” 大吊橋来場きねん板に「きねん」を書き綴りませんか

九重“夢”大吊橋来場きねん板

●金　額　２５０円（税込）
●販売所　九重 “夢” 大吊橋物産直売所 天空館
　　　　　1号店にて販売中
　　　　　  ※取扱店舗は随時追加予定

書き綴られた来場きねん板は大吊橋敷地内
（入場ゲート内側）の所定の場所で括り付け
られます。持ち帰りも可。

企画　九重 “夢” 大吊橋イベント実行委員会



広報ここのえ　2021.２月号19

（敬称略）

中 村 上

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

孝 如
ときまつ　　 かんじ

１月１日～１月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,092  人
4,349  人
  4,743  人
3,885 　 

30
16
14
1

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）

永　樂　篤　憲

梶　谷　満　穗

斉　藤　隆　博

坂　本　八重子

篠　原　ツカノ

田　中　ツマキ

時　松　　　謙

中　嶋　文　雄

堀　　　美津惠

串 野 上

下 旦 三

上 旦

梶 屋

北 恵 良 一

重 原

奥 郷

中 央 五

川 上 二

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

2

16

9

29

2

2

16

9

29

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2021・１月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

時松　観慈

　令和２年中に九重町内で発生した火災件数は６件で、前年度と比
較すると２件の減少でした。
　これから春先にかけて空気が乾燥し、火災が発生しやすくなりま
す。火の取扱いには十分注意してください。
　《火災種別》
　　・建物火災　　　　　　５件
　　・林野火災　　　　　　１件

　九重町内の救急出場件数は470件で424名を搬送しています。前
年と比較すると２件減少し、搬送人員も15名減少しています。１
日の平均出場件数は約1.3件となります。
　《救急種別》
　　・急　　病　　　　　 292件
　　・一般負傷　　　　　　96件
　　・交通事故　　　　　　48件
　　・転院搬送　　　　　　12件
　　・そ の 他　　　　　　22件

男

84

68

58

76

86

86

86

90

78

ケーブルテレビに写真投稿していただいて
いたので、知っている方もいらっしゃるか
もしれませんが、ふるさとCM大賞の撮影
を１月に行いました（２月末にOABで放
送される予定です）。担当になって３回目
を迎えた今年も頭を悩ませて作ってみたの
ですが、いつも撮影するのが冬なのでもっ
と早めに制作に取り掛かっていれば景色も
違っていたのに…と今年も恒例のように反
省中です。ですが、撮影にご協力いただき
ました皆様のおかげで30秒間を無事完成
させることができました。本当にありがと
うございました！　　　　　　　Tomo

編集後記 交通安全110

『冬場の体調管理』「令和２年の
　　火災・救急件数」

● 

病
　
院

２月

３月

21日
23日
28日
7日
14日
20日
21日

72-7100
78-8811
76-2711
72-6101
72-0330
72-2167
72-2135

山 田
町 田
恵 良
塚 脇
塚 脇
塚 脇
春日町

電　話住　所 医療機関名日月
0973-22-6118

72-0421
0973-22-5305
0973-22-0002
0973-23-8148

76-2310
0973-24-6690

日田市
玖珠町
日田市
日田市
日田市
右 田
日田市

★都合で変更する場合があります。

麻生消化器科内科
友 成（町 田）医 院
井 上 医 院
三池循環器内科クリニック
友 成（塚 脇）医 院
小 中 病 院
高 田 病 院

おの歯科クリニック
秋 吉 歯 科 医 院
合 原 歯 科 医 院
後 藤 歯 科 医 院
よ し ま さ 歯 科
麻 生 歯 科 医 院
林 歯 科 医 院

2021 年２月・３月休日当番医
● 

歯
科
医

２月

３月

21日
23日
28日
7日
14日
20日
21日

電　話住　所 医療機関名日月

急なケガの対応・病院のかかり方
こころの相談などご相談くださいここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658（24時間年中無休無料健康相談）

＜発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について＞ 
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　受診相談センター（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 0 6 - 2 7 5 5

こうすけ

えいらく　　　  あつのり

かじたに　　　　みつほ

さいとう　　　  たかひろ

さかもと　　　　やえこ

しのはら　　　　つかの

たなか　　　　 つまき

ときまつ　　　　　　ゆずる

なかしま　　　　ふみお

ほり　　　　　　　みつえ



令
和

３
年

２
月

17日
発

行
（

通
巻

777号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

企
画

調
整

課
〒

8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

２
月
号

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。
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読 者 俳 句
　
　
　
　
　
　
令
和
三
年
は
九
重
町
に
ゆ
か
り
の
俳
人
を
探
求
し
て
み
ま
す
。
お
手
元
に
資
料
を
お
持

ち
の
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
▽
一
月
は
「
い
っ
た
」
二
月
は
「
に
げ
た
」
三
月
「
さ
っ
た
」
と
言
い
ま
す

が
、
も
う
春
は
そ
こ
ま
で
き
て
い
ま
す
。
終
息
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
様
式
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ

け
春
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

御
仏
に
手
を
合
わ
す
孫
お
元
日

新
雪
や
猫
の
足
跡
は
ん
こ
判

宮
参
道
の
ぼ
り
目
立
ち
て
風
の
中

シ
ク
ラ
メ
ン
窓
の
向
こ
う
の
ナ
ー
ス
か
な

松
恵
邸
守
る
蝋
梅
ま
だ
蕾
む

年
送
り
牛
歩
学
ぶ
は
猪
年
か
な

嬰
児
の
頭
よ
り
も
で
っ
か
い
晩
白
柚

風
花
や
野
良
の
居
着
い
て
日
向
ぼ
こ

春
を
待
つ
湯
布
院
盆
地
一
千
歩

（
選
者
・
評
）

自
粛
正
月
二
人
に
余
る
お
せ
ち
重

待
春
や
金
粉
ゆ
ら
ぐ
コ
ッ
プ
酒

小
豆
粥
精
密
検
査
異
常
な
し

さ
ら
さ
ら
と
雪
解
け
水
の
流
る
谷

明
け
や
ら
ぬ
空
突
き
上
げ
て
ど
ん
ど
の
火

小
春
日
や
手
を
携
え
し
老
ひ
二
人

マ
ス
ク
着
け
会
釈
だ
け
の
シ
ル
エ
ッ
ト

侘
助
や
一
重
な
が
ら
も
凜
と
し
て

今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
撃
退
寒
の
水

香　

澄

ヨ
ウ
子

八
千
子

左
世
美

律　

子

末　

子

勝　

子

重　

吉

一　

主
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四
季
の
一
つ
。
二
十
四
節
気

の
立
冬
︵
一
月
八
日
頃
︶
か
ら

立
春
︵
二
月
三
日
頃
︶
ま
で
の

期
間
を
冬
と
し
て
い
ま
す
。
俳

句
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
ま
す
。

　
厳
寒
の
三
俣
山
を
眺
め
な
が

ら
一
句
、
俳
句
手
帳
に
収
め
ま

し
た
。

　
﹁
句
帖
閉
ぢ
﹂
の
上
五
に
ど
こ

か
満
足
感
が
漂
い
ま
す
。

句
帖
閉
ぢ
三
俣
の
冬
を
持
ち
帰
る
　
　
泉
　
　
渓

ふ
る
さ
と
探
訪

ふ
る
さ
と
探
訪

歳 時 記

ム
ツ
子

ヤ
ス
コ

い
づ
み

純　

子

紀
久
子

好　

美

良　

子

チ
ズ
子

文　

雄

わ
び
す
け

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　
男
結
び
は
「
結
び
目
が
ど
ん
ど
ん
固
く
な
る
か
ら
」
と
い
う

意
味
で
つ
い
た
名
前
と
か
。「
嘴
を
研
ぐ
」
は
鳥
の
く
ち
ば
し

の
よ
う
に
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
る
様
。

門
松
の
男
結
び
や
嘴
を
研
ぐ

髙
倉　

直
人

冬冬

く
ち

　
最
近
は
無
人
駅
で
も
寄
贈
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
を
置
い
て
あ
る
の

を
目
に
し
ま
す
。
ピ
ア
ノ
を
弾
け
な
い
人
で
も
、
つ
い
触
っ
て

み
た
く
な
り
ま
す
ね
。「
凍
て
緩
む
」
の
季
語
が
不
動
。

凍
て
ゆ
る
む
指
だ
け
そ
え
る
駅
ピ
ア
ノ

豊　
　
　

國

い

　
天
満
宮
は
道
真
ゆ
か
り
の
神
社
、
奈
良
に
も
同
名
で
最
古
の

神
社
が
ご
ざ
い
ま
す
。
総
代
さ
ん
た
ち
は
晦
日
の
日
は
神
社
で

朝
を
お
迎
え
で
す
が
、
そ
ん
な
会
話
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

元
朝
や
奈
良
に
も
菅
原
天
満
宮

桐　
　
　

友

く
ち

み
ち
ざ
ね

ろ
う
ば
い

い
ど
し

え
い
じ　
　

  

づ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
ん
ぺ
い
ゆ

　
松
木
の
龍
門
寺
に
あ
る
馬
貞
の
句
碑
で
、
滝
を
見
て
、
唐
（
中
国
）
に
心
を

転
じ
て
詠
っ
た
と
い
う
有
名
な
句
で
す
。

　
馬
貞
は
江
戸
時
代
中
期
の
俳
人
で
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
蕉
門
十
哲
（
松
尾
芭

蕉
の
弟
子
）
志
太
野
坡
の
門
人
に
な
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
各
地
を
俳
諧
行
脚
し
て
多
く
の
俳
人
と
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

　
九
重
町
教
育
委
員
会
が
二
〇
一
四
年
十
月
に
発
刊
し
た
『
瓢
々
坊
　
長
野
馬
貞
関
係
資
料
集
』
は
、
明

厳
寺
住
職
の
麻
生
和
夫
氏
の
寄
贈
の
史
資
料
に
よ
り
編
集
し
た
も
の
で
貴
重
な
資
料
と
し
て
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
古
桂
は
、
馬
貞
の
長
子
で
父
に
俳
諧
を
学
び
、
統
休
と
名
乗
り
、
龍
門
の
滝
を
全
国
の
句
友
に
呼
び
か

け
俳
諧
選
集
と
し
て
刊
行
し
て
い
ま
す
。
有
名
な
句
に
次
の
句
が
あ
り
ま
す
。

　
古
桂
の
子
、
利
錘
も
含
め
、
そ
の
後
五
代
に
及
ぶ
俳
諧
一
家
と
し
て
、
後
世
に
長
く
語
り
継
が
れ
て
い

ま
す
。
写
真
は
龍
門
寺
の
前
に
あ
る
句
碑
で
す
。
暇
を
見
て
ぜ
ひ
龍
門
の
滝
に
も
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。

そ
の
①
　
馬
貞
と
古
桂

ふ
る
さ
と
の
俳
人
た
ち

唐
移
す
滝
の
気
色
や
寒
の
う
ち　
　

馬
貞

滝
の
名
も
竜
と
化
す
や
雲
の
峰　
　

古
桂

佳
作
　
十
八
席

佳
作
　
十
八
席

俳
句
の
基
本
　
　
中
七
の
字
余
り
は
要
注
意




